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61億9500万円
✿川根本町の強みを活かすプロジェクト✿

主　要　事　業　の　内　訳

農地中間管理機構集積支援事業
（新規事業） 下泉・原地区の茶園調査費　５ｈa　 250万円

桑野山貯木場整備事業 木材活用施設整備・薪割機購入等 660万円

カモシカ個体数調整事業 捕獲目標５０頭 250万円

茶・林業

大井川流域観光対策事業 きかんしゃトーマス号運行イベント支援
大井川沿線地域活性化 1,200万円

寸又峡温泉観光施設整備事業 寸又峡（上）トイレ・イベント広場整備、落石防
止工設置等 9,120万円

塩郷吊橋周辺地域整備事業 周遊案内標識設置（久野脇地区） 420万円

エコツーリズム推進事業 多彩な地域資源の活用・体験型観光、人材育成 647万円

大井川沿線景観整備事業 眺望景観維持のための伐採 840万円

産業文化祭・奥大井ふるさと祭
り開催事業 ふるさと祭りは第４０回記念につき６０万円増額 500万円

温泉・観光・自然

地方創生推進事業

サテライトオフィス※（１）誘致
テレワーク※（2）推進
空き家等活用のオープンカフェ店舗計画（焼津市と連携）

1,986万円

青部駅周辺地域利活用検討委員会、調査業務委託 526万円
※（1）社内間をＩＣＴでつなぎ事業所的機能を持つ仕事場のこと
※（2）ＩＣＴを活用した場所や時間にとらわれない働き方のこと

仕事
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平成30年３月
定例会

一般会計予算
前年度比△5．28％（3億4，500万円減）

カナダ研修 小学５年生の北海道体験学習 下泉・原地区の茶園
農地中間管理機構集積支援事業（新規）

主　要　事　業　の　内　訳

✿人口減少の克服を目指すプロジェクト✿

移住定住事業 空き家バンク・移住相談・お試し移住体験 506万円
定住促進住宅建設助成事業 多世代同居のための隣接増築を含む新築経費の助成 800万円

人

人材育成特別奨学金事業
（新規・継続事業）

・給付型（川根高校生限定）
・�貸与型（高校・大学・専門学校生等/月４～8
万円、無利子、償還免除・償還猶予規定有り）

500万円

学校のあり方協議会開設 ＲＧ授業等の検証、今後の学校のあり方の調査研究 ６2万円
小学５年生県外体験、中学生・
高校生海外研修事業

小学生：北海道
中学生・高校生：カナダホームステイ 2,083万円

小中学校ＩＣＴ教育推進事業 町内６校　５年間（平成29～33年）のうち２年目 6,150万円

川根留学生寄宿施設運営事業 「若者交流センター奥流」・「南麓寮」・「崎平よ
すが苑（新設）」 9,312万円

公営塾運営事業（新規事業） 高校生・中学生の学習支援 3,087万円
（仮称）伝統文化伝承館建設事業 建設地：青部下沢間地区 1億650万円

教育

医療費等助成事業 高校卒業までの子ども医療費完全無料・不妊治療費、
産婦健診、産後ケア事業 2,013万円

常備消防委託事業 委託先：静岡市消防局
川根北出張所屋上防水工事・高規格救急車買替え 2億2,712万円

町営バス運行管理事業 「せせらぎ号」「やませみ号」運行
（千頭・久野脇間 新路線） 1,985万円

まち
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一 

般 

会 

計

農
林
課

　
　

農
産
物
出
荷
事
業
で

出
荷
の
多
い
作
物
は
。

　
　

生
椎
茸
３
万
８
８
４	

８
個
、
白
菜
４
４
９	

２
個
、
イ
チ
ジ
ク
３
０
１	

８
個
。
今
後
出
荷
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

　
　

有
害
鳥
獣
の
年
間
捕

獲
実
績
は
。

　
　

平
成
30
年
２
月
末
現

在
で
、
猿
70
頭
、
鹿

２
３
２
頭
、
イ
ノ
シ
シ
１	

３
５
頭
。
狩
猟
者
を
増
や

し
た
い
。

建
設
課

　
　

道
路
維
持
費
の
小
規

模
修
繕
委
託
事
業
の

内
容
と
は
。

問答問答問

　
　

道
路
舗
装
修
繕
や
路

面
清
掃
、
側
溝
清
掃

な
ど
が
主
な
対
象
事
業
。

く
ら
し
環
境
課

　
　

川
根
広
域
組
合
の
解

散
に
伴
い
、
し
尿
処

理
に
か
か
る
予
算
は
。

　
　

島
田
市
が
脱
退
す
る

た
め
、
島
田
市
が
負

担
し
て
い
た
、
約
３
０
０	

０
万
円
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
今
後
負
担
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
費
用
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

猫
の
去
勢
・
避
妊
の

助
成
実
績
は
。

　
　

平
成
29
年
度
３
月
８

日
現
在
で
、
去
勢
13

件
、
避
妊
21
件
の
合
計
34

件
の
助
成
実
績
。（
平
成

28
年
度
は
37
件
）

答問答問答

観
光
商
工
課

　
　

Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
開
催

費
負
担
金
の
内
容
は
。

　
　

新
金
谷
会
場
で
10
月
、

千
頭
会
場
で
３
月
に

開
催
。
川
根
本
町
は
４
０	

０
万
円
、
島
田
市
は
６
０	

０
万
円
負
担
し
て
い
る
。

　
　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
業
務
委
託
を
受
け

た
、「
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
」

の
活
動
内
容
は
。　

　
　

体
験
型
の
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
企
画
運
営
、

ガ
イ
ド
の
人
材
育
成
な
ど
、

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
し
活
動
し
て
い
る
。

教
育
総
務
課

　
　

奥
流
を
は
じ
め
３
つ

の
宿
舎
の
受
け
入
れ

対
応
は
。

　
　

南
麓
寮
と
崎
平
よ
す

が
苑
は
、
川
根
留
学

生
男
子
生
徒
及
び
通
学
困

難
な
地
元
の
男
子
生
徒
を

対
象
と
し
て
、
奥
流
は
原

則
と
し
て
、
川
根
留
学
生

を
対
象
と
す
る
。

問答問答問答

健
康
福
祉
課

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

業
務
の
委
託
先
と
第

一
小
、
南
部
小
の
児
童
の

送
迎
は
。

　
　

平
成
29
年
度
は
随
意

契
約
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
か
わ
ね
来
風
」

に
委
託
し
児
童
の
送
迎
も

対
応
し
て
い
る
。

会
計
課

　
　

指
定
金
融
機
関
の
統

合
の
影
響
は
あ
る
か
。

　
　

支
店
と
し
て
存
続
の

方
向
で
あ
り
、
影
響

は
な
い
。

問答問答

議
会
事
務
局

　
　

事
務
局
の
対
応
業
務

が
増
加
し
て
い
る
が
、

事
務
職
員
増
は
。

　
　

職
員
増
は
現
状
考
え

て
い
な
い
、
議
員
に

は
ご
理
解
頂
き
た
い
。

情
報
政
策
課

　
　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
記
事
の
更
新
状
況

は
。

　
　

平
成
29
年
度
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
現
在
は
、
各

担
当
課
で
記
事
を
作
成
し
、

１
日
１
件
以
上
の
ペ
ー
ス

で
更
新
し
て
い
る
。

社
会
教
育
課

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
建
物
修
繕
等
で

の
「
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
」
か
ら

の
助
成
状
況
は
。

　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
運

営
状
況
か
ら
、
補
助

の
ラ
ン
ク
は
特
Ａ
ク
ラ
ス

の
指
定
の
た
め
約
70
％
の

助
成
を
受
け
ら
れ
る
。

問答問答問答

　

平
成
30
年
度
川
根
本
町
予
算
は
予
算
特
別
委
員
会
を

５
日
～
12
日
ま
で
、
担
当
課
別
に
審
査
を
行
い
、
一
般

会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
全
て
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

（平成30年度） 一般・特別会計　予算総額87億7,380万円 　　（４億2,950万円減）

況を報告します
審査日　３月５日～９日、現地調査　３月12日

予算特別委員会での審査の様子

4月から川根留学生が生活する崎平地区のよすが苑
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企
画
課

　
　

青
部
駅
周
辺
の
利
活

用
検
討
の
件
は
。

　
　

利
活
用
検
討
委
員
会

の
委
員
に
は
、
地
元

住
民
、
各
種
団
体
、
学
識

経
験
者
や
金
融
機
関
の
地

方
創
生
担
当
者
に
も
参
加

し
て
頂
き
、
今
後
検
討
を

重
ね
て
い
っ
て
も
ら
う
予

定
で
あ
る
。

総
務
課

　
　

消
防
施
設
費
の
工
事

予
定
は
。

　
　

町
内
２
地
区
の
消
火

栓
設
置
工
事
、
町
内

２
地
区
の
耐
震
性
貯
水
槽

整
備
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

高
齢
者
福
祉
課

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事

業
費
補
助
金
が
減
額

と
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
数
と
会

員
数
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

問答問答問答

特 

別 

会 

計

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

平
成
30
年
度
よ
り
国

民
健
康
保
険
事
業
が

広
域
化
さ
れ
る
が
、
町
民

へ
の
影
響
は
。

　
　

県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
る
こ
と

か
ら
安
定
的
な
運
営
が
継

続
可
能
と
な
る
。
保
険
税

は
医
療
費
の
支
出
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
６
月
頃

に
決
定
す
る
。

介
護
保
険
事
業

　
　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
減
少
し
て
い
る

が
そ
の
要
因
は
。

　
　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
や
、
老
老
介
護
な

ど
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

や
む
を
得
ず
施
設
入
所
と

な
っ
て
し
ま
い
、
居
宅
介

護
が
減
少
す
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

当
町
に
リ
ハ
ビ
リ
が

で
き
る
施
設
は
あ
る

の
か
。

問答問答問

　
　

町
内
に
は
無
く
、
現

在
は
町
外
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
に
協
力
し

て
頂
い
て
い
る
。

訪
問
看
護
事
業

　
　

看
護
師
２
名
の
配
置

は
確
保
で
き
た
の
か
。

　
　

２
名
の
確
保
が
で
き
、

体
制
は
整
っ
た
。

　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
こ
に
置

く
の
か
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
共
に
、
役
場

内
に
配
置
す
る
。

温
泉
事
業

　
　

温
泉
審
議
会
の
内
容

は
。

　
　

新
規
加
入
の
承
認
、

抜
本
的
な
工
事
の
審

議
、
諸
問
題
の
対
応
を
議

論
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　

後
期
高
齢
者
の
保
険

料
が
今
年
度
改
定
さ

れ
る
が
、
町
民
へ
の
影
響

は
。 答問答問答問答問

　
　

保
険
料
は
県
の
広
域

連
合
が
２
年
ご
と
に

算
定
す
る
。
均
等
割
額
が

９
０
０
円
上
が
り
４
万
４	

０
０
円
に
な
る
。

簡
易
水
道
事
業

　
　

水
道
事
業
の
今
後
は
。

　
　

水
道
施
設
の
更
新
及

び
維
持
管
理
を
し
て

い
く
た
め
に
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

と
と
も
に
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
も
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答問答

（平成30年度） 一般・特別会計　予算総額87億7,380万円 　　（４億2,950万円減）

予算特別委員会の審査状

▼
ま
と
め
▲

　

連
日
、
各
課
の
課
長
、

職
員
の
説
明
を
受
け
委

員
か
ら
の
質
疑
、
要
望
、

意
見
等
に
対
し
町
長
、

担
当
課
が
回
答
。
施
策

に
対
す
る
考
え
方
、
方

針
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
、
記
載
し
ま

し
た
。
委
員
、
職
員
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

予
算
審
査
終
了
後
、

現
地
調
査
と
し
て
、
準

用
河
川
島
沢
川
排
水
ポ

ン
プ
設
備
改
修
箇
所
、

川
根
高
校
男
子
寮
崎
平

よ
す
が
苑
、（
仮
称
）

伝
統
文
化
伝
承
館
建
設

予
定
地
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会

	

委
員
長　
　

薗
田
靖
邦

	

副
委
員
長　

坂
本
政
司

い
や
し
の
里
診
療
所
事
業

　
　

電
子
カ
ル
テ
を
導
入

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

　
　

担
当
医
師
が
不
在
等

の
場
合
で
も
、
他
の

医
師
が
代
診
に
対
応
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。 問答

大井川長島ダム流域連携協議会管理区域現地視察の様子
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定
例
会
で
は
、
６
日

間
に
わ
た
り
予
算
特
別

委
員
会
、
第
一
・
第
二

常
任
委
員
会
を
開
き
、

次
の
案
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

・
平
成
30
年
度
予
算
８

件
・
し
尿
処
理
施
設
条
例

の
制
定
な
ど

・
特
別
奨
学
金
給
付
条

例
な
ど

・
29
年
度
補
正
予
算

・
教
育
長
の
任
命

・
い
や
し
の
里
診
療
報

酬
の
改
定

・
議
員
の
期
末
手
当
て

の
条
例
の
改
正

　

す
べ
て
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

◎
一
般
会
計

　

補
正
額
４
億
７
９
３
万	

４
千
円
を
減
額
し
て
、
予

算
総
額
を
65
億
３
８
４
７	

万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

○
減
額
の
主
な
理
由　

・	

経
費
の
精
査
、
入
札
、

契
約
差
金
。

・	

林
道
・
治
山
工
事
等
、

事
業
費
の
減
に
伴
う
県

補
助
金
の
縮
小
。

○
増
額
の
主
な
理
由

・	

障
が
い
児
入
所
給
付
費

１
２
０
万
円
。

・	

林
業
関
係
事
業
費
補
助

金
（
搬
出
奨
励
金
）
１	

６
０
万
円
。

・	

合
板
・
製
材
奨
励
金
１	

８
９
万
円
な
ど
。

○
繰
越
明
許

・	

年
度
内
完
成
が
見
込
め

な
い
こ
と
で
次
年
度
へ

繰
り
越
す
工
事
17
件
、

総
額
３
億
７
０
０
万
７	

千
円
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

補
正
額
30
万
４
千
円
を

追
加
し
て
予
算
総
額
１
億	

２
５
１
４
万
円
と
す
る
。

　

償
還
金
及
び
還
付
加
算

金
の
増
額
。

◎
簡
易
水
道
事
業

　

補
正
額
８
７
７
万
７
千

円
を
減
額
し
て
、
予
算
総

額
１
億
８
６
７
０
万
円
と

す
る
。

　

実
績
に
よ
り
納
付
す
べ

き
消
費
税
額
の
減
額
な
ど
。

◎
温
泉
事
業

　

補
正
額
16
万
２
千
円
。

を
追
加
し
予
算
総
額
１
５	

７
６
万
２
千
円
と
す
る
。

　

職
員
人
件
費
の
増
額
。

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
　

補
正
額
５
７
６
万
４
千

円
を
減
額
し
て
予
算
総
額

４
９
７
０
万
１
千
円
と
す

る
。

　

医
師
募
集
広
告
料
や
医

薬
材
料
費
な
ど
の
運
営
費

の
減
額
。

条
例
の
一
部
改
正

○
川
根
本
町
特
別
会
計
設

置
条
例
の
改
正

　

訪
問
看
護
事
業
特
別
会

計
を
新
た
に
設
け
る
も
の
。

○
川
根
本
町
若
者
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例
の
改
正

　

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

「
奥
流
」
で
「
公
営
塾
」

を
開
く
た
め
の
改
正
。

○
川
根
本
町
営
バ
ス
条
例

の
改
正

　

青
部
バ
イ
パ
ス
の
開
通

に
伴
い
運
行
路
線
の
変
更

（
千
頭
・
久
野
脇
間
）、
新

規
停
留
所
の
設
置
、
運
賃

等
を
改
定
す
る
も
の
。

○
川
根
本
町
子
育
て
支
援

施
設
条
例
の
改
正

　

子
育
て
支
援
施
設
「
こ

も
れ
び
」
を
地
名
地
区
に

開
所
す
る
た
め
。

○
川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
条
例
の
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
運
営
が
町
か

ら
県
単
位
に
広
域
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
名
称
等
の

変
更
。

○
川
根
本
町
介
護
保
険
条

例
の
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
率
を
定
め
る
。

介
護
保
険
料
率
は
据
え
置

き
。

○
川
根
本
町
消
防
団
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

　

常
備
消
防
力
の
進
展
に

伴
い
、
消
防
団
員
の
現
状

に
合
わ
せ
、
定
員
を
４
４	

０
人
か
ら
３
１
０
人
に
改

め
る
。

教
育
長
の
任
命

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

教
育
長
に
つ
い
て
、
現
教

育
長
の
大
橋
慶
士
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
。

そ

の

他

○
川
根
地
区
広
域
施
設
組

合
の
解
散
に
つ
い
て
他

　

川
根
地
区
広
域
施
設
組

合
の
解
散
を
議
決
し
、
解

散
に
伴
う
財
産
処
分
方
法

を
定
め
る
。

議
員
発
議
議
案

○
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
改

正
　

議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
率
を
０
．
１
カ
月
分
引

き
上
げ
る
。

３
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

地名地区で開所された子育て支援施設「こもれび」
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副
議
長
就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
副
議
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
常
任
委
員

会
委
員
長
と
し
て
議
員
各
位
の

ご
協
力
の
も
と
、
予
算
審
査
、

決
算
審
査
特
別
委
員
長
と
し
て

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会

計
も
３
月
定
例
会
で
可
決
し
ま

し
た
。
今
後
、
事
業
推
進
に
新

た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
合
併
し
て
12
年
が
経

ち
、
町
が
進
め
て
い
く
施
策
の

充
実
が
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。
真
に
必
要
な
予
算
設
計
を

行
政
、
議
会
が
一
丸
と
な
り
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

副
議
長
と
し
て
議
会
内
の
気

配
り
、
目
配
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
町
議
会
に
ご
理
解
ご
支

援
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３月定例会で制定された条例の常任委員会での審査の経過は、８・９ページで報告します。

３月２８日に第１回臨時会が開催され、
薗田靖邦氏が新たに副議長に就任しました。議会臨時会が開

催されました

早　わ　か　り
『川根本町特別奨学金給付・貸与条例』

川根高校生（選定規準あり）給　　付　　条　　例
区分

対象 入学一時金（１人当たり） 給付型奨学金（１人当たり）

川根高校生が大学（指定有り）へ
入学時

限度
２００，０００円以内
大学への入学金の２分の１以内

連携中学生が川根高校入学 限度
１００，０００円以内

年額
１００，０００円以内

（１．２．３年生）

連携中学以外から川根高校入学　
　　（川根留学生）

限度
５ ０，０００円以内

年額
１００，０００円以内

（１．２．３年生）

貸　　与　　条　　例

在籍校 支給額（貸与額）月額

・静岡県内の高等学校
・川根高校

月額 
４ ０，０００円以内

短期大学、専修学校専門課程又は
高等専門学校（４年次以上）

月額 
４ ０，０００円以内

４年制大学 月額 
５ ０，０００円以内

医科大学 月額 
８ ０，０００円以内

《主な貸与条件等》
・ 川根本町民（保護者又は

本人）・川根高校生
・償還期間最長２０年
・無利子
・償還免除有り
・償還猶予有り
・ 経済的理由により学資金

の支払いが困難であると
認める者

・ 町税等の滞納がないこと
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⑴�

川
根
本
町
し
尿
処
理
施

設
条
例
の
制
定
に
つ
い

て平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
川
根
地
区
広

域
施
設
組
合
が
解
散
す

る
こ
と
に
伴
い
、
し
尿

処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン

ピ
ュ
ア
川
根
」
が
、
同

年
４
月
１
日
か
ら
、
川

根
本
町
単
独
で
施
設
運

営
を
行
う
た
め
の
規
定

を
設
け
る
も
の
。

　
　

島
田
市
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、

受
け
入
れ
を
す
る
の
か
。

　
　

災
害
、
施
設
の
故
障

等
で
お
互
い
の
し
尿

処
理
施
設
が
、
処
理
不
能

に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、

相
互
に
協
力
、
連
携
を
す

る
と
い
う
合
意
を
し
て
い

る
。 問答

第一常任委員会審査報告
審査日　平成30年 3 月13日

⑵�

川
根
本
町
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
条
例
に
つ
い
て

平
成
30
年
４
月
に
、
千

頭
地
区
に
、
開
設
予
定

の
「
川
根
本
町
児
童
ク

ラ
ブ
」
の
施
設
の
適
切

な
管
理
運
営
に
関
す
る

基
本
的
事
項
を
定
め
る

も
の
。

　
　

平
成
28
年
度
か
ら
、

「
か
わ
ね
来
風
」
に

委
託
し
て
い
る
が
、
受
託

事
業
者
の
資
格
条
件
等
は

あ
る
か
。

問

　
　

支
援
員
は
、
各

ク
ラ
ブ
に
10
名

ず
つ
配
置
し
て
お
り
、

現
在
20
名
。
支
援
員

は
県
の
講
習
を
受
講

し
登
録
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
条
例
案
に
、

中
川
根
児
童
ク

ラ
ブ
が
入
っ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

本
条
例
案
は
、

新
た
に
整
備
し

た
施
設
を
適
正
に
管

理
す
る
た
め
の
も
の
で
、

中
川
根
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

学
校
の
余
裕
教
室
を
借
用

し
、
学
校
施
設
の
管
理
規

則
等
に
よ
り
事
業
展
開
し

て
い
る
た
め
。

答問答

⑶�

川
根
本
町
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
の
指
定
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
の
指
定
等

の
事
務
が
、
県
か
ら
市

町
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
そ
の
基
準
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
。

　
　

居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
対
す
る
会
計
監

査
、
運
営
の
指
導
者
は
ど

う
な
る
か
。
ま
た
、
特
例

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

な
ど
の
状
況
は
。

　
　

県
の
研
修
を
受
け
、

指
導
監
査
は
町
に
任

さ
れ
る
。
特
例
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
現
在
、
町
で
の

実
施
は
な
い
が
、
今
後
、

必
要
に
な
れ
ば
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問答

　
　

条
例
制
定
に
伴
い
、

対
象
と
な
る
人
数
は
。

　
　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
は
現
在
４
社
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
が
約
６
３
０
人
。
そ
の

内
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
受
け
て

い
る
人
は
、
あ
か
い
し
の

郷
40
人
、
川か
わ

音ね

55
人
、
ま

つ
お
か
97
人
、
小
規
模
本

川
根
30
人
、
社
会
福
祉
協

議
会
１
２
６
人
、
そ
れ
以

外
に
、
町
外
の
居
宅
、
長

期
入
所
者
等
が
い
る
。

３
議
案
と
も
討
論
は
な
く
、

起
立
全
員
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

第
一
常
任
委
員
会

	

委
員
長　

薗
田
靖
邦

問答

川根本町単独での運営を行う
クリーンピュア川根本町（三津間地区）

川根本町児童クラブの様子（千頭地区）
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⑴�

川
根
本
町
特
別
奨
学
金
給

付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
全
国
募

集
を
実
施
す
る
県
立
川

根
高
等
学
校
の
魅
力
化

推
進
の
方
策
と
し
て
、

新
た
に
特
別
奨
学
金
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
優
秀
な
人
材
の

受
け
入
れ
態
勢
及
び
若

者
を
抱
え
る
家
庭
へ
の

支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　
　

給
付
型
入
学
一
時
金

及
び
給
付
型
奨
学
金

の
支
給
対
象
は
ど
の
よ
う

に
決
め
る
の
か
。

　
　

入
学
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
か
ら

提
出
さ
れ
る
調
査
書
を

も
っ
て
判
断
す
る
。
給
付

型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

２
学
期
ま
で
の
成
績
が
出

た
と
こ
ろ
で
、
３
学
期
中

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
判

断
す
る
。

　
　

奨
学
金
の
給
付
時
期

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

問答問

⑵�

川
根
本
町
特
別
奨
学
金
貸

与
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
向
上
心

に
富
み
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
も
の
に
対
し
、
学

資
を
貸
与
し
、
有
為
な

人
材
の
育
成
及
び
「
特

色
あ
る
『
教
育
』
を
展

開
し
、
若
者
を
中
心
と

し
た
人
の
流
れ
を
つ
く

る
」
た
め
の
具
体
策
。

ま
た
、
特
に
全
国
公
募

を
実
施
す
る
県
立
川
根

高
等
学
校
の
魅
力
化
推

進
に
よ
り
、
優
秀
な
人

材
の
受
け
入
れ
体
制
及

び
若
者
を
抱
え
る
家
庭

へ
の
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
の
も
の
。

　
　

育
英
奨
学
金
は
２
万

円
だ
っ
た
が
、
今
回

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
一
律

２
万
円
だ
っ
た
も
の

を
、
高
校
生
４
万
円
、
大

学
生
は
大
学
に
よ
り
８
万

円
、
５
万
円
、
４
万
円
と

問答

第二常任委員会審査報告
審査日　平成30年 3 月13日、22日

　
　

入
学
一
時
金
に
つ
い

て
は
５
、６
月
調
査

を
実
施
し
支
払
う
予
定
。

給
付
型
奨
学
金
は
２
学
期

ま
で
の
成
績
が
出
た
と
こ

ろ
で
、
高
校
と
連
携
、
相

談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

　
　

川
根
留
学
生
も
同
じ

基
準
で
同
じ
金
額
と

な
る
の
か
。

　
　

川
根
留
学
生
も
同
じ

基
準
で
判
断
す
る
。

入
学
一
時
金
に
つ
い
て
は

５
万
円
で
あ
る
。

　
　

連
携
中
学
校
と
川
根

留
学
生
の
金
額
に
差

を
つ
け
た
理
由
は
。

　
　

連
携
中
学
校
か
ら
の

入
学
を
推
進
す
る
た

め
に
差
を
つ
け
た
。

答問答問答

し
た
。

　
　

大
学
生
の
金
額
の
違

い
は
何
か
。

　
　

教
育
費
増
な
ど
を
考

慮
し
、
医
科
大
学
８	

万
円
、
４
年
制
大
学
５
万

円
、
高
校
生
４
万
円
の
定

め
を
し
た
。

　
　

免
除
規
定
の
条
文
で

５
年
以
上
継
続
し
て

町
内
に
居
住
し
た
時
と
あ

る
が
、
そ
の
審
査
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

貸
与
が
終
了
し
た
時

点
で
償
還
関
係
の
書

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
。

現
状
把
握
は
で
き
る
と
考

問答問答

え
て
い
る
。

　
　

川
根
高
校
以
外
の
高

校
に
通
学
す
る
生
徒

も
対
象
と
考
え
て
よ
い
か
。

　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

連
帯
保
証
人
は
何
人

必
要
か
。

　
　

２
名
必
要
で
あ
る
。

２
議
案
と
も
討
論
は
な
く
、

全
員
起
立
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

第
二
常
任
委
員
会

	

委
員
長　

坂
本
政
司

問答問答

常任委員会審査の様子
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　　　質問の概要を発言順に掲載します

11ページ
杉山　広充　議員
今後の学校教育のあり方は

12ページ
山本　信之　議員
大井川の環境改善について

13ページ
石山　貴美夫　議員
安心して歳を重ねるための対策は

現状と効果 　ＩＣＴ導入により、アナログでは難しかった課題の可視化、焦点化が容易になり、教員
の工夫により分かりやすい授業づくりが行われています。準備時間や教材提示などの時間を短縮するこ
とができるので、見通しをもって課題を追究する助けとなり、子どもたちの主体的な学習を創り出して
います。また、デジタルで学ぶことで、学習意欲が向上し、楽しく勉強を進めていくことができます。
さらに、新学習指導要領に対応したプログラミング教育の取組も始めています。
平成30年３月までに、町内６小・中学校が、日本教育工学協会から
「学校情報化優良校」の認定を受けました。

今後の取り組み 　本町のＩＣＴ教育の特長は、なるべく制約をは
ずして社会生活に近いＩＣＴ環境を整備し、“きちんと教えるべきこ
とは教える” というスタンスをとっていることです。子どもたちに
必要なリテラシー教育（ＩＣＴの活用）とモラル教育を９年間計画
的に積み上げ、ネット犯罪に巻き込まれない知識と活用能力を育み
ます。今後は、タブレット端末の家庭での活用に向け、さらに準備
を進めていきます。

Ｑ．小中学生へのＩＣＴ教育の推進は
� （平成29年３月定例会　質問者：薗田靖邦議員）

Ａ．平成29年８月、町内の小中学校６校に無線ＬＡＮの環境が整い、各普通教室に１台以上の電子黒板
と児童生徒、教職員に一人一台のタブレット端末が整備されました。これらのＩＣＴ環境を有効に
活用し、小規模校ならではの一人一人を大切にした授業を各校で展開していきたい。

３
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う
！

３
月
定
例
会
最
終
日
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

ＩＣＴ授業の様子

10

一 般
質 問

あの一般質問

どうなっただやぁ～



　
　
　

学
校
の
あ
り
方
協

議
会
の
目
的
を
伺

う
。

　
　
　

現
行
制
度
を
検
証

し
課
題
抽
出
を
行

う
と
と
も
に
、
今
後
の
少

子
化
社
会
に
対
応
す
べ
き

川
根
本
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
の
連
携
に

よ
る
教
育
制
度
の
あ
り
方

を
調
査
研
究
、
協
議
す
る
。

　
　
　

来
年
度
の
各
小
・

中
学
校
の
学
級
編

制
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　

町
総
合
計
画
、
教

育
大
綱
等
に
の
っ

と
っ
た
適
正
な
学
級
編
制

で
あ
る
。
本
川
根
小
学
校

に
、
特
別
支
援
学
級
が
再

設
置
さ
れ
、
一
学
級
増
加

質
問

町
長

質
問

教
育
総

務
課
長

問 今後の学校教育のあり方は

答 統合は住民を交えた協議会で検討する

杉山広充 議員

と
な
る
見
込
み
。
そ
の
他

の
学
校
に
つ
い
て
は
、
学

級
数
に
変
更
は
な
い
。

　
　
　

協
議
会
で
、
避
け

て
通
れ
な
い
の
が
、

小
学
校
、
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
と
考
え
る
。
教

育
的
観
点
、
地
域
の
実
情

に
適
し
た
判
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

一
番
に
、
本
町
の
若
者
、

現
に
子
育
て
を
し
て
い
る

保
・
幼
・
小
・
中
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
思
い
、
生

の
声
、
本
音
を
吸
い
上
げ

て
、
推
進
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

私
も
、
総
合
的
に

判
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
研
究
会
を
つ
く

質
問

教
育
長

り
、
そ
の
研
究
会
の
中
で

き
ち
っ
と
研
究
を
し
て
、

そ
れ
を
住
民
を
交
え
た
協

議
会
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
そ
う
い
う
方
法
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

今
ま
で
、
人
の
意

見
は
、
な
る
べ
く

聴
い
て
対
応
す
る
と
言
う

こ
と
に
徹
し
て
き
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
か

町
長

ら
も
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聴
い
て
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
、
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　

川
根
留
学
生
の
入

寮
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

現
在
、
奥
流
に
は
、

男
女
合
わ
せ
て
18

名
、
南
麓
寮
に
は
、
13
名
。

そ
の
他
通
学
者
が
４
名
、

下
宿
者
が
１
名
い
る
。
新

一
年
生
に
つ
い
て
は
、
希

望
を
と
り
な
が
ら
調
整
し

て
い
る
。

　
　
　

本
町
（
接
岨
・
大

間
等
）
の
生
徒
の

入
寮
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

奥
流
以
外
の

川
根
高
校
後

援
会
の
管
理
で
あ
る

南
麓
寮
、埼
平
の「
よ

す
が
苑
」
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
在
接
岨
地

区
に
６
人
、

大
間
に
２
人
の
子
ど

も
が
生
活
し
て
い
る
。

一
生
懸
命
に
子
育
て

を
し
て
い
る
保
護
者
、

家
族
の
思
い
、
心
情

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

教
育
総

務
課
長

質
問

に
耳
を
傾
け
、
将
来
、
川

根
高
校
に
行
き
、
奥
流
に

入
り
た
い
と
い
う
生
徒
の

た
め
に
、
条
例
の
改
正
、

ま
た
は
、
規
約
等
を
つ
く

り
、
奥
流
入
寮
の
門
戸
を

開
い
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

奥
流
の
条
例
の
中

に
原
則
的
に
は
、

川
根
留
学
生
と
い
う
限
定

が
あ
る
が
、
そ
の
他
、
教

育
委
員
会
が
、
特
に
必
要

と
認
め
た
者
と
い
う
条
項

も
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
た

い
と
考
え
る
。

教
育
総

務
課
長

生徒増が望まれる川根高校

快適な生活が送れる「奥
おうる

流」
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一 般
質 問

　
　
　

大
井
川
全
体
の
河

川
環
境
の
改
善
を

求
め
て
活
動
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
。

　
　
　

当
町
の
全
域
が
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
従
前
に
も
増
し
て

国
及
び
県
に
対
し
、
様
々

な
要
望
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

質
問

町
長

て
い
る
。

　
　
　

大
井
川
の
堆
砂

に
つ
い
て
。

　
　
　

堆
砂
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
が
一
つ
に
な
っ
て
対

応
を
お
願
い
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
有
効
か

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

長
島
ダ
ム
の
水

質
の
状
況
、
流

域
の
汚
濁
源
の
状
況
等

に
つ
い
て
。

質
問

町
長

質
問

　
　
　

今
後
、
関
連
機
関
と

連
絡
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
濁
水
対
策
に
つ
い
て

く
ら
し

環
境
課
長

は
引
き
続
き
、
関
連
機
関
、

国
・
県
等
に
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

塩
郷
堰
堤
の
魚
道

に
つ
い
て
。

　
　
　

ゲ
ー
ト
部
で
貯
留

す
る
堰
堤
で
あ
り

堤
体
本
体
に
魚
道
を
設
置

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

現
状
の
魚
道
を
改
修
す
る

の
が
望
ま
し
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
も
関
係

機
関
と
協
議
を
続
け
、
よ

質
問

町
長

り
よ
い
状
況
と
な
る
よ
う

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

大
井
川
の
環
境
に

つ
い
て
の
要
望
書

に
つ
い
て
。

　
　
　

中
部
電
力
、
国
土

交
通
省
、
長
島
ダ

ム
管
理
事
務
所
等
に
、
今

後
、
相
談
す
る
機
会
は
何

回
も
あ
る
の
で
、
要
望
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　

住
民
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
で
あ
り
、
関
係
市

町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

関
係
機
関
へ
要
望
等
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

町
長

く
ら
し

環
境
課
長

山本信之 議員

問
大
井
川
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

答
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

渇水の時期にも関わらず濁りの取れない、八木キャンプ場前

長島ダム排水口が湖底からの汚濁水
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鈴
木
町
政
二
期
目

な
ら
で
は
の
重
点
、

期
待
さ
れ
る
成
果
を
伺
う
。

　
　
　

町
の
強
み
、
川
根

茶
・
木
材
販
売
の

促
進
、
自
然
や
温
泉
活
用

等
の
各
種
計
画
。
人
口
減

少
克
服
を
目
指
す
就
労
創

出
・
教
育
・
子
育
て
に
投

資
、
特
色
あ
る
教
育
等
の

計
画
、
健
康
・
安
心
事
業

も
計
上
し
た
。

　
　
　

期
待
の
新
規
事
業

『
訪
問
看
護
』
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
、
具
体
的

陣
容
や
業
務
は
。
町
に
リ

ハ
ビ
リ
の
専
門
家
が
い
な

い
点
が
弱
点
と
思
う
が
。

　
　
　

自
宅
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、

看
護
師
な
ら
で
は
の
対
応

を
す
る
。
利
用
者
増
が
予

想
さ
れ
、
充
実
を
は
か
る
。

看
護
師
も
雇
用
し
陣
容
は

整
っ
た
。
本
庁
で
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
開

始
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
家
の

必
要
性
も
予
想
さ
れ
関
係

機
関
を
通
じ
模
索
し
た
い
。

　
　
　

７
割
世
帯
に
65
歳

以
上
が
い
て
内

27
％
が
一
人
暮
ら
し
、
見

守
り
対
策
、
特
養
の
待
機

状
況
は
。
ま
た
、
肺
炎
も

減
ら
せ
る
口
腔
ケ
ア
の
状

況
は
。

　
　
　

民
生
委
員
か
ら
の

情
報
に
よ
る
訪
問

や
民
間
事
業
者
と
見
守
り

協
定
締
結
。
ボ
タ
ン
で
緊

急
通
報
で
き
る
機
器
も
対

応
中
。
特
養
ホ
ー
ム
、
待

機
者
は
90
人
弱
、
あ
か
い

し
が
30
床
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ま
つ
お
か
が
9
床

増
加
、
少
し
は
緩
和
。
高

齢
者
基
本
調
査
で
口
腔
ケ

ア
対
象
者
は
３
０
２
人
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔

指
導
を
実
施
。

　
　
　

介
護
福
祉
士
の
確

保
状
況
は
。
町
は

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
必
要
不
可
欠
の
医

療
・
介
護
等
資
格
者
を
育

て
る
仕
組
み
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
移
住
・
定
住

事
業
も
連
携
で
資
格
者
の

招
致
が
図
れ
な
い
か
。

　
　
　

慢
性
的
不
足
状
況
。

資
格
取
得
推
進
は

関
係
機
関
と
連
携
対
応
。

質
問

町
長

質
問

高
齢
者

福
祉
課
長

質
問

高
齢
者

福
祉
課
長

質
問

高
齢
者

福
祉
課
長

介
護
初
任
者
研
修
は
5
万

円
補
助
。
介
護
福
祉
士
の

奨
学
金
も
Ｐ
Ｒ
す
る
。
移

住
は
、
空
家
件
数
確
保
増

加
が
必
要
。
空
家
清
掃
助

成
も
開
始
。
担
当
課
と
連

携
し
福
祉
人
材
確
保
も
進

め
た
い
。

　
　
　

町
内
34
地
区
よ
り
、

要
望
さ
れ
る
事
項

の
内
容
と
、
対
応
状
況
は

い
か
が
か
。

　
　
　

職
員
は
区
民
で
も

あ
り
最
前
線
の
す

ぐ
や
る
課
。
地
区
要
望
は

徹
底
対
応
を
伝
え

て
あ
り
、
職
員
に

も
言
っ
て
頂
き
た

い
。

　
　
　

土
木
関
連

は
勿
論
、

幅
広
い
要
望
が
あ

る
、
優
先
順
位
を

付
け
対
応
。
地
区

課
題
解
決
の
た
め

一
緒
に
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

昨
年
10
月

大
雨
で
元

藤
川
、
西
平
で
土

砂
の
流
失
被
害
が
発
生
。

民
家
に
土
砂
が
流
入
、
雨

が
降
る
た
び
不
安
な
日
を

過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
対

応
は
。

　
　
　

土
砂
災
害
は
元
藤

川
地
区
と
相
談
し
、

安
心
安
全
な
対
策
を
関
係

先
と
と
も
に
進
め
た
い
。	

　
　
　

畑
へ
の
土
砂
流
入

対
策
援
助
は
。

　
　
　

畑
を
守
る
た
め
、

改
植
・
作
物
転
換

事
業
等
、
今
あ
る
制
度
で

再
生
を
し
て
頂
き
た
い
。

質
問

町
長

建
設
課
長

質
問

建
設
課
長

質
問

農
林
課
長

石山貴美夫 議員

問 安心して歳を重ねるための対策は

答 看護師ならではの対応・人材確保を進める

平成29年10月に発生した元藤川西平地区の土砂流出現場
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町議会
～住みよいまちづくりのために～

シリ
ーズ

　議会だより第49号では、町長から提案された条例や予算が議会の会議の中で、どのような流れ
で審査されているかを説明しましたが、今回は、議会での委員会の役割と構成について説明します。

○議会の委員会の役割
　議案は、本会議で直ちに決めることもありますが、内容が専門的なものやより重要と思われる
議案などは、本会議の限られた時間の中で審査し、意思を決定することが難しいものもあります。
　このような議案は、常任委員会で集中的に審査を行ったり、特別な委員会を設置して、時間を
かけて詳しい審査を行う必要があります。
　このように、議案を担当する委員会へ送り、詳しく審査することを「委

い
員
いん
会
かい
付
ふ
託
たく

」と言います。
　委員会で表決された議案は本会議に戻され、最終的な議会としての意思を決定します。

○議会の委員会構成
【第１常任委員会】◎＝委員長　　○＝副委員長

総務課、企画課、情報政策課、税務住民課、くらし環境課、健康福祉課及び高齢者福祉課に関す
ること、他の常任委員会の所管に属さないこと。
◎ 石　山　貴　美　夫 ○ 澤　西　省　司 　 山　本　信　之
　 中　田　隆　幸　 　 薗　田　靖　邦 　 中　澤　莊　也

【第２常任委員会】◎＝委員長　　○＝副委員長
農林課、建設課、観光商工課、教育総務課及び社会教育課に関すること
◎ 坂　本　政　司 ○ 杉　山　広　充 　 中　原　　　緑
　 中　野　　　暉 　 太　田　侑　孝 　 野　口　直　次

【議会運営委員会】◎＝委員長　　○＝副委員長
議会運営に関すること、議会の会議規則、委員会に関する条例等に関すること、議長の諮問に関
することなどを審議します。
◎ 中　野　　　暉 ○ 杉　山　広　充 　 石　山　貴　美　夫
　 澤　西　省　司 　 坂　本　政　司

【議会広報委員会】委員定数：５人 　　◎＝委員長　　○＝副委員長
議会広報紙の編集及び発行、議会ホームページの編集など議会の広報に関すること
◎ 野　口　直　次 ○ 坂　本　政　司 　 中　原　　　緑
　 澤　西　省　司 　 杉　山　広　充 

○委員会での審査の流れ
開 　 会 委員長の宣告で委員会が開会されます。

議 案 の 詳 細 説 明 担当課長から、詳しい議案の説明や審査に必要な
資料の提供を受けます。

質 疑 説明を受けた委員からの質問を行います。
担当からの回答を踏まえ、様々な議論がここで交
わされます。
ここでの協議が委員会審査ではとても重要な部分
となります。

討 論 委員会で表決する前に、議員が議案に対して賛成か反対かの意見を述べることです。

委 員 会 表 決 議案に対し、委員が賛成か反対かの意思を表明することです。
通常は、賛成者が起立する方法を行い、多数決で委員会の意思（可決・否決）を決
定します。

委員会で行われた審査・調査の経過と結果は、本会議で委員長が報告を行い、報告に対する質疑、議案に対
する討論を経て、多数決で議会の意思（可決・否決・認定・同意など）を決定します。

常任委員会での採決の様子

委員会での審査が終わったら。 
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皆さん、知っていますか?シリ
ーズ

《徳山地区・その２》 徳山神社　愛宕地蔵堂　大泉院
� “伝統文化を今に伝える”

　現在、徳山地区には、約1，000人が住み、世帯数は約500です。徳山駅、保育園、幼稚園、小学校、
高校、留学生の寮、警官駐在所、郵便局、農協  病院、老人福祉施設、町営住宅、各種の会社・商店、お
寺、神社、地蔵堂  等があり、自治会組織を核として活動し、「共生」を目指しています。

＊「徳山にお寺」は、あるの？

　「霊
れい

源
げん

山
さん

　大
だい

泉
せん

院
いん

」です。
⑴ 開山は室町時代、1533年と伝えられる。
⑵ 開祖は、堅

けい

林
りん

永
えい

固
こ

大
だい

和
おしょう

尚という。
⑶ 	この時代は、足利氏の権勢が衰

おとろ

え、駿河、甲斐、遠江の
地において武田氏との争いがあったと言われる。

⑷ 	当時の乱世に安らぎを与えんと｢大泉院｣が建てられたと
思われる。

⑸ 現住職は、25世。

＊「火の舞」が行われる神社は、何神社でしょう？

　「徳山神社」です。創
そう

建
けん

は、平安時代の888年。
⑴ 	最初は「須

す

賀
が

社
しゃ

」､ 後に､「牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

社
しゃ

」となり、地元では「てんのうさん」と呼ばれることが
多い。

⑵ 	明治３年に、「徳山神社」に改
かいしょう

称され、伝わる神楽は、江戸時代前期（1600年代）に定着した。
⑶ 	「徳山神楽」には､「神

しん

前
ぜん

の舞
まい

」「火
ひ

の舞
まい

」「湯
ゆ

の舞
まい

」「神
かみ

送
おく

り」等がある。
⑷「徳山神楽」は、平成８年に「県指定無

む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

」となる。

＊「子どもが遊んでいて、転んでも怪我をしない。」と言われる所は、どこでしょう？

　「愛
あたご

宕地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

」です。
　創

そう

建
けん

は室町時代、1460年頃と伝えられる。
⑴ その後、再建、修復されて、現在の銅

どう

板
ばん

葺
ふ

き屋根となる。
⑵ 本尊は、愛宕地蔵菩

ぼ

薩
さつ

で、子供の成長・安泰、村内の安全を祈る。
⑶ 建物には、彫刻が施された欄

らん

間
ま

、彩色された格
こう

子
し

天
てんじょう

井がある。
⑷ 	昔､西国33か所巡りに出かけた４人の村人が、山城の国（今の京都府）愛宕山中にて地蔵菩薩を
発見。村に持ち帰り、お堂を建てて、祀

まつ

ったのが、始まりと言われる。
⑸ 平成12年に「川根本町指定文化財」となる。
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川根本
町の明日を拓

ひら

く人たち
シリ

ーズ

編
集
後
記

　くのわき親水公園キャンプ場は、平成５年に開
設されました。地元で運営組合を組織し、現在は、
町の指定管理者となっています。約４万㎡という
広大な敷地の中、「大井川での水遊び」、「吊橋」、
「対岸を走るＳＬ」、「塩郷ダム」「縁結びの薬師堂」
など、環境、資源にも恵まれています。
　さらに、グラウンドゴルフ場整備や恋

こい
金
がね
など周

辺の散歩コース選定をしてきました。四季折々の
素晴らしい自然と地元住民の「おもてなし」で対
応しています。東は関東方面から西は中京方面ま
で、広域のお客様や多くのリピーターの方などに
ご利用頂いています。
　町では28年度にWi-fiの整備を、組合では独自
でホームページを開設し、年中無休で運営してい
ます。　
　常に清潔な施設を目標に、場内の草刈、ゴミ収
集、トイレ掃除、薪作り、バーベキュー棟の管理
運営等、組合員の協力を得て年間約２万人のお客
様をお迎えしています。
　最近では、初心者向けパラグライダー教室や、
着陸点としても利用されています。皆様、是非一
度お越しください。

今回は、創設2５周年を迎える「くのわき親水公園キャンプ場」の紹介です。
年中無休で運営し、周辺の「お散歩マップ」作成などおもてなしの心と、施設の清潔を目標に運営されています。

　

新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

太
陽
の
光
を
浴
び
て
、

木
々
の
芽
も
す
く
す
く
と

成
長
し
て
い
ま
す
。

　

青
部
バ
イ
パ
ス
完
成
に

よ
り
、
町
営
バ
ス
も
、
千

頭
、
久
野
脇
間
で
の
運
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
大
井

川
鐵
道
で
は
、
ト
ー
マ
ス

号
の
運
行
が
決
定
さ
れ
、

６
月
か
ら
10
月
ま
で
た
く

さ
ん
の
観
光
客
を
乗
せ
て

走
り
ま
す
。
川
根
地
域
を

訪
れ
る
大
勢
の
お
客
様
を
、

地
域
を
挙
げ
て
「
お
も
て

な
し
」
し
、
こ
の
地
域
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
ま
す
。
一

過
性
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
皆

様
と
共
に
考
え
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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司
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政
司

委
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杉
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広
充

�

澤
西
　
省
司

�

中
原
　
　
緑

◆ ６月定例会の予定 ◆

○本会議場は役場本庁３階です。
○日時は変更することもありますので、詳しくは
　議会事務局（56-2229）までお問い合わせください。

6 月 6 日 水
９ ：００～ 本会議

（定例会・初日）

本会議終了後 全員協議会

6 月14日 木
９ ：００～ 本会議

（定例会・ ２ 日目）

本会議終了後 議会運営委員会・全員協議会

6 月２6日 火 ９ ：００～ 本会議
（定例会・最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。
ぜひ傍聴にお出かけください。

川根本町の入口観光施設として、恵まれたロケーション（大井川、吊橋、ＳＬ、ダムな
ど）を生かし施設の運営管理を行っています。

くのわき親水公園管理運営組合

【訂正とお詫び】
２月発行のかわねほんちょう議会だより49号の４ページ、平成29年度一般会計補正予算の報告記事において、主な内容の⑥の観光施設
等修繕料の括弧書きの内容は、「寸又峡露天風呂フェンス等」ではなく、正しくは「寸又峡プロムナードコース等」の誤りです。訂正し
て、お詫びいたします。	 川根本町議会広報委員会

ゆ
っ
た
り
・
の
～
ん
び
り

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
室
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